
代表的なグラフ
P ICK -UP

人口は若年層を中心に減少傾向にあります。

核家族世帯、単独世帯は増加傾向にあります。

高齢者数、高齢化率ともに増加しています。

年齢別（３区分）人口

１.
若者の減少と進む高齢化

POINT  1

C
H A P T E

R

PO INT  2

PO INT  3

人 口 構 造

知ると
もっと見えてくる

福島市

3

など

など

BACK

事業所
参照グラフ：#48

第１次産業・・・・・・4人
製造業などものを作る仕事

第２次産業・・・・・23人
小売業などものやサービスを
提供する仕事
第３次産業・・・・・73人

スーパー、コンビニなど・・
飲食店、ホテルなど・・・・
建設会社の事務所・・・・・
病院、介護施設など・・・・

25事業所
11事業所
10事業所
9事業所

仕事の内容
参照グラフ：マッピング⑥～⑧

もし福島市が100の
街だったら？くらし

農業など自然を相手にする仕事

働いている人が
100人の街だったら

事業所が100ある街だったら

高校卒業後の進路
参照グラフ：#39

大学進学・・・・・ ６０人
専修学校等入学者・・１７人
就職者・・・・・・・１９人

高等学校卒業者が
１００人だったら
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人口構造
t h e m e

#
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#

人
口
構
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口
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態
・
人
口
移
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子
ど
も
・
教
育
・
人
材
育
成  |  

雇
用
・
所
得
・
働
き
方  |  

産
業
・
経
済  |  

交
流
・
観
光
・
移
住  |  

医
療
・
福
祉  |  

都
市
基
盤
・
生
活
環
境  |  

防
災
・
環
境
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス  |  

財
政
・
行
政
運
営  |  

復
興
都
市
と
し
て
の
現
在
地

人口構造

人口と世帯数の上位5地区はいずれも中央、清水、北信、吾妻、信夫の順
となっており、この5地区が占める割合は人口が 55.9％、世帯数は56.5％
となっています。

飯野町との合併により2009年の人口は増加しましたがその後は減少傾向に
あり、世帯数は核家族化が進むなどにより増加傾向にあったものの2024年、
2025 年と減少に転じています。

地区別（支所別）人口・世帯数割合2

人口・世帯数1

基準日：各年３月３１日現在

基準日：２０２６年１月３１日現在

資料：住民基本台帳

資料：住民基本台帳
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世帯数は核家族化が進んでいずれも増加傾向にあり、中核市平均及び郡山
市は引き続き増加しているものの、福島市及びいわき市は上げ止まりの状況
となっています。

人口はいずれも減少傾向にあり、今後さらなる減少が予想されます。中核市
平均の2018 年の減少は、中核市の指定要件が人口20万人以上に変更と
なって新たな自治体が加入したことによるものです。

世帯数（中核市・３市）4

人口（中核市・３市）3

基準日：各年３月３１日現在

基準日：各年３月３１日現在

資料：都市要覧（中核市市長会）、住民基本台帳

資料：都市要覧（中核市市長会）、住民基本台帳
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高齢者総数、高齢化率ともに増加しており、今後15年の推計では高齢者
総数は減少に転じるが高齢化率は増加し続けると見込まれます。

老年人口(65歳以上 )は 2000 年に年少人口(0 ～14 歳 )を抜いてその後
も差は広がり続けており、生産年齢人口(15～ 64 歳 )は 2000 年以降減
少の一途をたどっています。

高齢者（６５歳以上）数と高齢化の状況6

年齢別（３区分）人口5

基準日：各年１０月１日現在

基準日：各年９月３０日現在

資料：国勢調査

資料：2005 ～ 2025 年までは住民基本台帳、2026 年以降は介護保険課推計値
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母子世帯は父子世帯よりも約10 倍多く、2010年以降は母子世帯、父子世
帯ともに減少に転じています。(母子 (父子)世帯とは、死別又は離別等の
女 (男)親と未婚の20歳未満の子供のみからなる世帯を言います。)

核家族世帯、単独世帯は増加傾向にある一方で、核家族以外の世帯
（夫婦と両親からなる世帯など）は減少傾向にあります。

母子・父子世帯数8

家族類型別世帯数7

基準日：各年１０月１日現在

基準日：各年１０月１日現在

資料：国勢調査

資料：国勢調査
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50 歳時の未婚の割合は男性が女性より約10%高い状況となっています。

未婚率は横ばいですが、有配偶率は減少傾向にあります。

５０歳時の未婚割合10

配偶関係9

基準日：各年１０月１日現在

基準日：各年１０月１日現在

資料：国勢調査

資料：国勢調査
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